
  

 
    本校は，操山の中腹にある三勲神社の名を校名に冠した，創立９４年目を迎える学校です。東に操山の山並みを仰ぎ，西に清
流旭川と天下の名園「後楽園」の樹林を望む，豊かな自然と眺望に恵まれた場所にあります。 
 本校は，地域の歴史や伝統文化について学ぶ「ふるさと学習」に取り組んでいます。６年生は，その集大成として，日本の伝統
文化であり，ユネスコの無形文化遺産に登録されている能楽を学んでいます。約半年間，喜多流能楽師の大島衣恵先生のご指
導のもと，座り方や立ち方，扇の持ち方，発声方法などを学び，１１月には，後楽園の能舞台で全員が袴と着物を着用して練習の
成果を発表します。プロの能楽師の方に指導を受けることで，子どもたちは，本物だけがもつ圧倒的な迫力を感じ，実際に体験する
中で，技術面はもとより，能楽という伝統文化の素晴らしさやそれを継承することの大切さを学んでいます。 
   また本校はオーストラリアの小学校と交流を行っており，昨年度は教室を回線で結び，本校から英語の歌をプレゼントしたり，互い
に質問し合ったりするなど，直接に交流を深めることができました。今後もこの交流を続け，子どもたちが異文化を理解したり日本の
文化をあらためて見直したりするとともに，国際的な視野を広げて，コミュニケーションをとることの楽しさを味わうことができるようにした
いと考えています。 

操山中学校区 
中学校区の目指す子ども像「豊かにかかわり ともに育ち合う 子どもの育成」 
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